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日本の国士本多庸一における明治日本の近代皇天国家国民の形成の問題Ⅰ
－－－ 本多庸一の「津軽藩から日本国へ」の近代的な国家意識の目覚め －－－
　　　　　　Youitsu HONDA’s Views of the Nation Building 
for the Emperor System of Japan at the Meiji Period Ⅰ　　　　　　
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想と行動について、“It was, in short, to be faithful to my feudal lord, to obey my parents, teachers, 









　“（Confucianism, the most influential among the Military class, was a politico － ethical system. It 
does not teach a spiritual world, either divine nor human. 
　When I was young, the religions of Japan were in a sleeping condition. Under such a condition 
of religions, being a son of a military family, I never received any religious training, except 
－ �� －
日本の国士本多庸一における明治日本の近代皇天国家国民の形成の問題Ⅰ
Confucianism, which is not properly to be called a religion. My moral instruction was simple. It was, 
in short, to be faithful to my feudal lord, to obey my parents, teachers, and elders and to do my best 
for the state, without regard of self-interest, whether in the present or future. This was the common 
ethics among the military class which also influenced all common people.
　It was my constant aim not to disgrace my clan and family by my misconduct. I had an implicit 
belief in heaven, though very vague and indefinite, and was never skeptical of the existence of the 
spirits of ancestors and heroes. I used to visit the tombs of our feudal lords and my ancestors at least 
once a month. It was simply to pay respect but not to expect any blessing. Confucius, as a moral 
teacher and statesman, was my highest ideal. But after all, I had no spiritual and heart searching 









































たことは明らかであろう。本多庸一は、“This was the common ethics among the military class which 
























































































































































































































































（65） 伊東多三郎『日本の名著11 中江藤樹・熊沢蕃山』一二一頁 
（66） 伊東多三郎『日本の名著11 中江藤樹・熊沢蕃山』五〇五頁
（二）本多庸一の陽明学に対する「より多く





















































































































































































































































    　　　二） 同派宣教師米国人エス・アール・ブラオン博士夫人の英語学習（次号）
－ �� －
弘前学院大学社会福祉学部研究紀要　第11号（2011）
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日本の国士本多庸一における明治日本の近代皇天国家国民の形成の問題Ⅰ
　　　　三） 同派宣教師ジェームズ・エッチ・バラ（Ballagh）との出会い（次号）
　　第二節　本多庸一の「藩意識から日本国意識へ」の目覚めと宣教師（次号）
　　　一 　バラ塾の教育とバラの薫陶（次号）
　　　二　本多庸一のバラによる「藩意識から日本国意識へ」の目覚め（次号）
　　第三節　住吉町教会（横浜指路教会の前身）の創立者・横浜米国聖書会社社長ヘンリー・ルルミス
　　　　　（ルーミス）師との出会い（次号）
　このように津軽藩士としての津軽藩意識の確立と「知行合一」の士人の学を形成した本多庸一は、津
軽藩の上級藩士として薩長勢力に抵抗する奥羽列藩同盟の連携を強化するために、特に、津軽藩の使者
として庄内藩に赴き、庄内藩と「津軽藩と攻守同盟を結び緩急相援けんことを約せる」ことによって津
軽藩の存立と命運に身命を賭しているのである。この本多庸一の思想と行動においては、本多庸一が、
いかに津軽藩の存立と命運に身命を賭したかについては容易に理解することができるが、そこには、強
烈な一国としての津軽藩の藩意識の存立は見られても、日本という国ないし国家意識（「皇国意識」）は
見られない。この本多庸一の日本という国ないし国家意識が芽生える為には、次号で詳細に考察を試み
るように、本多庸一は、若干��歳で弘前藩会議局の�0人の議員（御用人〔参政〕）の１人に選ばれ、その
明治三（一八七〇）年の秋には、藩命により御用人として横浜に留学、初めブラウン塾に学び、後バラ
塾に入って、ジェームズ・エッチ・バラ（Ballagh）との出会い、バラ塾の教育とバラの薫陶を受けるま
で、待たなければならないのである。本多庸一は、アメリカの宣教師との出会い、殊にジェームズ・エッ
チ・バラの教育と薫陶によって、「藩としての国」を超える日本と言う「国」及び日本人の存在に目覚め、
日本の国家意識に目覚め覚知するのである。これらの本多庸一の思想と行動は、文字通り御手廻り書院
番職から始まって、御用人として津軽藩の存立と命運のために身命を賭していることに見られる。
　以後、幕藩体制下の津軽藩の藩意識から日本という「新しい国民と国家の形成」に目覚め覚知した本
多庸一は、明治四十五（����）年三月二十六日、文字通り、憂国愛人の国士として、日本と言う統一国家・
明治国家と国民の形成と発展のために、キリスト教の立場から全力を尽くしその六十三歳の生涯を捧げ
ることになるのである。完全に明治時代人である本多庸一の国家観は、一言で言えば、憂国愛人の近代
国家観である。この本多庸一の憂国愛人の近代国家観は、本多庸一の津軽藩としての国意識から宣教師
の抱く日本の国意識への覚知へ、この日本の国意識の自覚から日本と言う国家意識の確立へ、そして日
本の国家意識から日本国意識へ、そして更に日本国意識から明治日本の近代皇天国家国民（日本帝国）
の形成意識へと弁証法的に発展し結実している。それは、近代日本の明治近代国家形成期における「明
治期の日本のキリスト教にとって重要な人物」としての明治時代人本多庸一の思想と行動を通して本多
庸一の明治皇天国家国民観の意識構造と意味内容について、より具体的には、本多庸一の意識構造にお
ける基督教の信仰と「神祖の遺志を継ぐ」「日本帝国の存立」の関係などの調整について考察して見よう
とするものである。
－ �� －
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